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平
成
十
七
年
度
町
立
長
沼
病
院

　
事
業
会
計
決
算
認
定
（
副
委
員

　
長
報
告
の
と
お
り
決
定
）

 

第
三
回
定
例
会
（
九
月
一
日
招

集
）
で
全
議
員
に
よ
る
決
算
特
別

委
員
会
に
審
議
付
託
さ
れ
、
十
一

月
二
十
日
に
委
員
会
を
開
催
し
審

議
が
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

 

　
平
成
十
七
年
度
各
会
計
決
算
認

　
定
（
各
会
計
委
員
長
報
告
の
と

　
お
り
決
定
）

 

平
成
十
七
年
度
各
会
計
の
決
算

に
つ
い
て
は
、
全
議
員
に
よ
る
決

算
特
別
委
員
会
に
審
議
付
託
さ
れ
、

十
二
月
八
日
か
ら
十
二
月
十
三
日

ま
で
の
四
日
間
に
わ
た
り
審
査
が

行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

※
　
各
会
計
の
決
算
状
況
に
つ
い

　
　
て
は
上
記
の
と
お
り
で
す
。

　
長
沼
町
未
来
を
ひ
ら
く
人
づ
く

　
り
基
金
条
例
の
一
部
を
改
正
す

　
る
条
例
制
定
（
原
案
可
決
）

 

十
一
月
十
六
日
、
鎌
田
榮
子
氏

（
栄
町
二
丁
目
）
か
ら
十
万
円
の

寄
附
を
受
け
た
た
め
、
本
条
例
の

指
定
寄
附
金
項
目
に
加
え
る
も
の

で
す
。

 

　　
長
沼
町
緑
の
ま
ち
づ
く
り
基
金

　
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
制
定
（
原
案
可
決
）

 

十
月
十
三
日
、
建
設
業
協
会
、

舗
装
会
及
び
商
工
会
工
業
部
会
を

代
表
し
て
、
長
沼
町
建
設
業
協
会

（
平
田
昌
之
会
長
）
か
ら
二
十
万

三
千
円
の
寄
附
を
受
け
た
た
め
、

本
条
例
の
指
定
寄
附
金
項
目
に
加

え
る
も
の
で
す
。

　
長
沼
町
教
育
振
興
寄
附
金
等
に

　
関
す
る
基
金
条
例
の
一
部
を
改

　
正
す
る
条
例
制
定
（
原
案
可
決
）

 

十
一
月
二
十
日
、
国
際
ソ
ロ
プ

チ
ミ
ス
ト
北
広
島
（
加
々
見
冨
美

子
会
長
・
北
広
島
市
）
か
ら
百
万

円
の
寄
附
を
受
け
た
た
め
、
本
条

例
の
指
定
寄
附
金
項
目
に
加
え
る

も
の
で
す

 

　
字
の
区
域
の
廃
止
【
長
都
東
地

　
区
道
営
経
営
体
育
成
基
盤
整
備

　
事
業
】（
原
案
可
決
）

  

南
空
知
ふ
る
さ
と
市
町
村
圏
組

　
合
規
約
の
変
更
（
原
案
可
決
）

　
地
方
自
治
法
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
が
六
月
七
日
公
布
さ
れ
、

収
入
役
を
廃
止
し
会
計
管
理
者
を

置
く
こ
と
と
な
っ
た
こ
と
な
ど
が
、

平
成
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行

と
な
る
こ
と
に
伴
い
、
本
規
約
の

一
部
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

  

空
知
教
育
セ
ン
タ
ー
組
合
規
約

　
の
変
更
（
原
案
可
決
）

 

地
方
自
治
法
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
に
よ
り
、
収
入
役
を
廃
止

し
会
計
管
理
者
に
、
助
役
に
代
え

て
副
市
町
村
長
（
組
合
で
は
副
組

第  141  号　19. 3. 1 (2)

決
　
　
　
算

条
　
例
　
等

第
四
回
議
会
定
例
会
が
十
二
月
六
日
に
招

　
集
さ
れ
、
一
般
質
問
、
補
正
予
算
案
な
ど

　
　
を
審
議
し
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決

　
　
　
し
ま
し
た
。

第
四
回
定
例
会

老人保健特別会計の不足額は、平成18年度歳入繰上充用金で補てん。

資本的収支の不足額は、過年度分損益勘定留保資金2,275,268円、
当年度分消費税資本的収支調整額5,406円で補てん。

(単位：円)

(単位：円)平成17年度各会計決算

平成17年度町立長沼病院事業会計決算

区　　　　　　分　　　　歳　　 入　　　　歳　　 出　　　  差　　引

区　　　　　　分　　　　歳　　 入　　　　歳　　 出　　　  差　　引

一　　般　　会　　計
国民健康保険特別会計
老 人 保 健 特 別 会 計
介 護 保 険 特 別 会 計
下水道事業特別会計
集落排水事業特別会計
　　　　  計

収　益　的　収　支
資　本　的　収　支

9,539,553,306
1,755,748,134
1,888,006,505
847,237,349
642,885,871
79,080,488

14,752,511,653

9,506,265,058
1,752,098,135
1,911,260,505
846,199,698
639,959,170
77,261,629

14,733,044,195

33,288,248
3,649,999

△23,254,000
1,037,651
2,926,701
1,818,859
19,467,458

1,697,553,280
71,957,000

1,695,926,999
74,237,674

1,626,281
△2,280,674

子供たちの未来のために!



合
長
）
を
置
く
こ
と
と
な
っ
た
こ

と
な
ど
が
、
平
成
十
九
年
四
月
一

日
か
ら
施
行
と
な
る
こ
と
に
伴
い
、

本
規
約
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の

で
す
。

  

北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

　
連
合
の
設
置
（
原
案
可
決
）

 

健
康
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
が
平
成
十
八
年
六
月
二

十
一
日
公
布
さ
れ
、
平
成
二
十
年

四
月
か
ら
七
十
五
歳
以
上
の
方
等

を
対
象
と
し
た
新
た
な
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
が
創
設
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
規
約
を
定
め
、
広
域
連
合

を
設
け
る
た
め
設
置
す
る
も
の
で

す
。

 

　　
長
沼
町
未
来
を
ひ
ら
く
人
づ
く

　
り
基
金
条
例
の
一
部
を
改
正
す

　
る
条
例
制
定
（
原
案
可
決
）

 

十
二
月
八
日
、小
林
幸
雄
氏
（
栄

町
一
丁
目
）
か
ら
三
十
万
円
の
寄

附
を
、
ま
た
同
日
、
大
熊
輝
征
氏

（
銀
座
南
二
丁
目
）
か
ら
三
十
万

円
の
寄
附
を
受
け
た
た
め
、
本
条

例
の
指
定
寄
附
金
項
目
に
加
え
る

も
の
で
す

 

　
長
沼
町
保
育
所
条
例
の
一
部
を

　
改
正
す
る
条
例
制
定
（
原
案
可

　
決
）

　
中
央
長
沼
保
育
園
の
改
築
移
転

に
伴
い
、
そ
の
位
置
を
「
南
町
二

丁
目
三
番
三
号
」
と
す
る
も
の
で

す
。

  

　　
平
成
十
八
年
度
一
般
会
計
補
正

　
予
算
〔
第
七
号
〕
（
原
案
可
決
）

　
農
村
景
観
調
査
受
託
事
業
費
九

十
万
四
千
円
の
増
額
、
社
会
福
祉

費
に
係
る
相
談
支
援
機
能
強
化
事

業
費
百
四
十
五
万
七
千
円
の
増
額

な
ど
に
よ
る
補
正
で
、
既
定
の
予

算
額
に
千
二
百
七
万
六
千
円
を
増

額
し
、
予
算
総
額
を
九
十
億
六
千

六
百
十
二
万
二
千
円
に
す
る
も
の

で
す
。

            
　
平
成
十
八
年
度
町
立
長
沼
病
院

　
事
業
会
計
補
正
予
算
〔
第
一
号
〕

 

（
原
案
可
決
）

　
職
員
の
異
動
・
退
職
に
伴
う
給

与
費
の
減
額
補
正
で
、
既
定
の
予

算
額
に
千
六
百
三
十
万
八
千
円
を

減
額
し
、
予
算
総
額
を
十
七
億
六

千
六
百
九
十
二
万
七
千
円
に
す
る

も
の
で
す
。

　
平
成
十
八
年
度
一
般
会
計
補
正

　
予
算
〔
第
八
号
〕
（
原
案
可
決
）

 

指
定
寄
附
金
に
よ
る
補
正
で
、

既
定
の
予
算
額
に
六
十
万
円
を
増

額
し
、
予
算
総
額
を
九
十
億
六
千

六
百
七
十
二
万
二
千
円
に
す
る
も

の
で
す
。

 

　
平
成
十
九
年
第
一
回
議
会
臨
時

会
が
一
月
十
六
日
に
開
か
れ
ま
し

た
。

 

審
議
し
た
内
容
は
次
の
と
お
り
。

    

　
長
沼
町
基
金
条
例
の
一
部
を
改

　
正
す
る
条
例
制
定
（
原
案
可
決
）

 

十
二
月
二
十
五
日
、
佐
藤
悌
治

氏
（
旭
町
南
一
丁
目
）
か
ら
百
万

円
の
寄
附
を
受
け
た
た
め
、
本
条

例
の
指
定
寄
附
金
項
目
に
加
え
る

も
の
で
す
。

  

長
沼
町
未
来
を
ひ
ら
く
人
づ
く

　
り
基
金
条
例
の
一
部
を
改
正
す

　
る
条
例
制
定
（
原
案
可
決
）

 

十
二
月
二
十
五
日
、
宇
都
宮
静

子
氏
（
十
七
区
）
か
ら
三
十
五
万

円
の
寄
附
を
、
ま
た
、
十
二
月
二

十
八
日
、
マ
オ
イ
牧
場
（
向
弘
行

代
表
取
締
役
）
か
ら
十
万
円
の
寄

附
を
受
け
た
た
め
、
本
条
例
の
指

定
寄
附
金
項
目
に
加
え
る
も
の
で

す
。

  

長
沼
町
緑
の
ま
ち
づ
く
り
基
金

　
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
制
定
（
原
案
可
決
）

 

十
二
月
二
十
二
日
、
株
式
会
社

日
東
総
業  (

松
下
留
雄
代
表
取
締

役
・
栗
山
町)

か
ら
十
万
円
の
寄
附

を
受
け
た
た
め
、
本
条
例
の
指
定

寄
附
金
項
目
に
加
え
る
も
の
で
す
。

   

　
平
成
十
八
年
度
一
般
会
計
補
正

　
予
算
〔
第
九
号
〕
（
原
案
可
決
）

 

穀
類
収
穫
機
械
導
入
事
業
費
二

千
八
百
十
万
円
及
び
指
定
寄
附
金

に
よ
る
補
正
で
、
既
定
の
予
算
額

に
二
千
九
百
六
十
五
万
円
を
増
額

し
、
予
算
総
額
を
九
十
億
九
千
六

百
三
十
七
万
二
千
円
に
す
る
も
の

で
す
。 

(3) 19. 3. 1　第  141  号

補 

正 

予 

算

補 

正 

予 

算

条
　
　
　
例

第
一
回
臨
時
会

長い間お疲れさまでした♪長い間お疲れさまでした♪

美しい景観づくり懇談会美しい景観づくり懇談会



小
西
教
育
課
長

　
　
　
聞
報
道
で
さ
れ
て
お
り
ま

　
　
　
す
よ
う
な
困
難
な
「
い
じ

め
」
問
題
が
継
続
し
、
深
刻
な
事

案
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
状
況
に

は
至
っ
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
た
と

え
小
さ
な
事
案
で
あ
っ
て
も
、
教

育
委
員
会
に
報
告
し
、
校
内
で
の

相
談
や
状
況
の
見
守
り
な
ど
を
行

い
、
そ
の
後
の
状
況
報
告
も
す
る

よ
う
指
導
し
て
い
る
。

　
児
童
生
徒
の
発
す
る
小
さ
な
サ

イ
ン
を
敏
感
に
受
け
止
め
る
体
制

づ
く
り
、
情
報
の
共
有
な
ど
指
導

の
徹
底
を
行
っ
て
い
る
と
と
も
に
、

学
校
だ
よ
り
な
ど
を
通
じ
、
そ
の

指
導
や
対
応
に
つ
い
て
保
護
者
に

周
知
し
、
各
家
庭
に
お
い
て
も
心

の
教
育
を
実
践
し
て
い
た
だ
く
よ

う
お
願
い
し
て
い
る
。

相
澤
教
育
長

 

　
　
を
大
切
に
す
る
指
導
に
つ

 
　
　
い
て
は
、
道
徳
の
時
間
を

中
心
に
指
導
を
行
っ
て
お
り
ま
す

が
、
親
子
が
真
剣
に
向
き
合
い
、

信
頼
の
中
で
心
の
教
育
を
進
め
て

い
た
だ
き
た
い
。

　「
い
じ
め
」
を
絶
対
許
さ
な
い

と
い
う
強
い
心
を
育
む
よ
う
教
育

委
員
会
と
し
て
も
努
め
て
ま
い
り

た
い
。

天
野
教
育
委
員
長

 

　
　
供
た
ち
一
人
ひ
と
り
を
大

 

　
　
切
に
す
る
教
職
員
の
意
識

や
日
常
的
な
態
度
が
大
変
重
要
で

あ
り
、
そ
れ
ら
の
状
況
把
握
に
努

め
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

   
 平

野
町
立
病
院
事
務
局
長

　
　 

生
労
働
省
は
、
二
〇
〇
六

 

　
　
年
度
か
ら
五
ヵ
年
計
画
で
、

ア
レ
ル
ギ
ー
治
療
の
地
域
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
づ
く
り
な
ど
診
療
の
整
備
、

中
で
も
ぜ
ん
そ
く
死
対
策
に
力
を

入
れ
、
患
者
カ
ー
ド
の
普
及
を
図

る
計
画
で
あ
り
ま
す
。

　
今
後
も
、
無
限
の
可
能
性
を
持

つ
子
供
た
ち
を
大
切
に
育
む
た
め

に
、
日
ご
ろ
か
ら
学
校
の
実
態
把

握
に
努
め
、
学
校
や
保
護
者
に
対

す
る
適
切
な
支
援
を
し
て
ま
い
り

た
い
。

 

板
谷
町
長

　
　
　
ん
そ
く
以
外
の
そ
の
他
疾

　
　
　
病
に
つ
い
て
も
憂
慮
さ
れ

る
事
態
は
十
分
あ
り
ま
す
か
ら
、

町
立
病
院
の
み
な
ら
ず
、
民
間
の

開
業
医
等
も
含
め
た
中
で
進
め
る

こ
と
が
効
果
的
だ
と
考
え
ま
す
の

で
、
十
分
議
論
を
重
ね
て
、
で
き

る
だ
け
早
い
機
会
に
対
応
し
て
い

第  141  号　19. 3. 1 (4)

新

命

厚 子

ぜ

第4回議会定例会における一般質問は12月6日に行われ、4議員から質問がありました。
質疑と答弁の内容を要約してお知らせいたします。

町 Q
A

&
政

高
　
瀬
　
武
　
久 

議
員

Q
　
小
中
学
生
の
い
じ
め
に
つ
い
て

A
　
サ
イ
ン
を
見
逃
さ
ず
、
早
期
発
見

質　問

親
も
学
校
も
教
員
も
公
的
機
関
も
、「
い
じ
め
」
の
実
態
が
わ

か
ら
な
か
っ
た
り
、
対
応
の
ま
ず
さ
か
ら
子
供
を
死
に
追
い
や

っ
て
い
る
の
が
実
態
で
あ
る
。
長
沼
町
の
小
中
学
校
に
は
「
い

じ
め
」
は
な
い
の
か
。
ま
た
、
発
生
し
な
い
対
策
は
立
て
て
い

る
の
か
伺
い
た
い
。

平
　
井
　
儀
　
一 

議
員

Q
　
ア
レ
ル
ギ
ー
総
合
対
策
に
つ
い
て

A
　
議
論
を
重
ね
、
広
域
で
考
え
る

質　問

『
ぜ
ん
そ
く
患
者
カ
ー
ド
』
に
は
、
住
所
、
氏
名
、
治
療
内
容

や
禁
忌
薬
剤
な
ど
が
記
入
さ
れ
、
医
師
は
カ
ー
ド
で
内
容
を
把

握
で
き
、
素
早
く
治
療
が
で
き
ま
す
。

本
町
に
お
い
て
も
、
こ
の
制
度
を
導
入
し
、
患
者
さ
ん
の
安
心

・
安
全
を
図
っ
て
は
い
か
が
か
。
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ま
た
、
新
し
い
取
組
み
と
し
て
、
事
業
に
結
び
付
け
て
の

食
・
農
業
・
生
活
文
化
等
を
ミ
ッ
ク
ス
し
た
ツ
ア
ー
を
考
え
、

さ
ら
に
は
農
業
体
験
を
通
じ
た
中
か
ら
お
付
き
合
い
が
生
ま

れ
る
機
会
を
作
っ
て
は
ど
う
か
と
模
索
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

   

板
谷
町
長

 

　
　
ま
で
数
回
、
制
度
の
存
続
に
つ
い
て
、
国
の
理
解
を

　
　
　
い
た
だ
き
な
が
ら
続
け
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
今

後
に
お
い
て
も
継
続
要
請
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

再
質
問
　
　
　
　
　
　
　
　

　
町
村
会
や
議
長
会
が
再
三
に
亘
っ
て
要
請
し
て
い
る
事
は

心
強
く
思
っ
て
い
ま
す
が
、
再
度
町
長
と
し
て
要
望
書
な
り

を
出
し
て
い
た
だ
き
た
い
が
、
考
え
は
な
い
か
。
　

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

 

住
基
カ
ー
ド
を
活
用
す
る
か
、
健
康
カ
ー
ド
を
特
に
用
意

し
た
中
で
進
め
る
の
が
い
い
か
、
い
ろ
い
ろ
な
角
度
か
ら
、

既
往
症
歴
も
ぜ
ひ
検
討
に
加
え
た
い
と
思
っ
て
ま
す
。

   

板
谷
町
長

 

　
　
嫁
対
策
推
進
協
議
会
で
は
、

 

　
　
青
年
の
出
会
い
、
交
流
の

場
を
設
け
る
ツ
ア
ー
が
行
わ
れ
て

い
る
わ
け
で
す
が
、
こ
れ
に
積
極

的
に
参
加
を
願
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

板
谷
町
長

 

本
町
に
と
り
ま
し
て
も
、
三
百
人
に
及
ぶ
方
々
が
恩
恵
を

受
け
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
か
ら
、
引
き
続
い
て
強
く
制

度
の
延
長
の
要
請
を
続
け
た
い
。

 

中
原
都
市
整
備
課
長

　
　
　
直
轄
の
排
水
機
場
で
あ
り
、
既
に
三
十
八
年
が
経
過

　
　
　
し
、
老
朽
化
が
進
行
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
従
前
か

ら
も
北
海
道
開
発
予
算
の
重
要
要
望
事
項
と
し
て
地
域
と

と
も
に
要
請
を
続
け
て
お
り
ま
す
が
、
今
後
予
想
さ
れ
ま

す
堤
防
強
化
関
連
事
業
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
国
に
対
し
、

さ
ら
に
移
設
改
修
に
向
け
た
要
望
が
必
要
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

板
谷
町
長

　
　
　
追
運
河
も
六
号
機
場
も
、
そ
れ
ぞ
れ
河
川
整
備
を
進

　
　
　
め
る
段
階
と
並
行
し
て
行
っ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
の
で
、
こ
の
効
果
を
強
く
関
係
各
所
に
訴
え
ま
し
て
、
ぜ

ひ
実
現
す
る
よ
う
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

花

今

国馬 Q
　
南
九
号
川
と
機
場
の
同
時
改
修
を

A
　
同
感
で
あ
り
、要
請
し
て
い
く

質　問

南
九
号
川
の
改
修
計
画
に
つ
い
て
、
関
係
者
に
説

明
会
が
行
わ
れ
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
老
朽
化
の
進

ん
で
い
る
南
九
号
排
水
機
場
の
改
修
を
要
求
す
る

考
え
は
な
い
か
伺
い
た
い
。

Q
　
後
継
者
の
花
嫁
対
策
に
つ
い
て

A
　
新
し
い
取
組
み
を
模
索
す
る

佐
々
木
　
信
　
雄 

議
員

質　問

本
町
で
は
、
結
婚
相
談
員
の
方
々
が
互
い
に
連
携

を
取
り
な
が
ら
、
青
年
の
出
会
い
の
場
等
が
計
画

・
実
行
さ
れ
て
い
る
が
、
限
ら
れ
た
時
間
内
で
の

交
流
で
、
意
見
交
換
も
ま
ま
な
ら
な
い
。

道
内
の
あ
る
町
で
は
、
一
定
期
間
の
職
業
体
験
等

を
通
じ
、
そ
の
町
に
就
職
あ
る
い
は
後
継
者
と
の

結
婚
へ
と
結
び
つ
い
て
い
る
。
本
町
に
お
い
て
も
、

体
験
・
実
習
を
取
り
入
れ
た
、
ふ
れ
あ
い
の
場
や

交
流
の
場
を
設
け
て
は
い
か
が
か
。

Q
　
特
例
一
時
金
の
削
減
阻
止
を

A
　
要
請
を
続
け
て
ま
い
り
た
い

質　問

季
節
労
働
者
の
た
め
の
冬
期
援
護
制
度
の
存
続
と
、

五
十
日
の
特
例
一
時
金
の
二
十
％
削
減
の
阻
止
に

つ
い
て
、
三
百
名
を
超
え
る
町
民
が
従
事
し
て
い

る
と
言
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
関
し
、
国
に
対
し
て

存
続
の
働
き
か
け
を
し
て
は
い
か
が
か
。

薮
　
田
　
　
　
享 

議
員



小
西
教
育
課
長

 

　
　
育
水
準
の
維
持
向
上
を
図

 

　
　
る
高
校
配
置
と
し
て
、
全

日
制
課
程
の
配
置
と
し
て
は
、
一

学
年
四
か
ら
八
学
級
を
望
ま
し
い

学
校
規
模
と
し
、
二
学
級
以
下
の

高
校
は
、
通
学
区
域
に
お
け
る
中

学
卒
業
者
数
の
状
況
、
学
校
規
模
、

欠
員
の
状
況
や
地
元
の
進
学
率
な

ど
総
合
的
に
勘
案
し
、
順
次
再
編

整
備
を
進
め
る
こ
と
に
な
っ
て
お

り
ま
す
。

相
澤
教
育
長

 

　
　
海
道
教
育
委
員
会
主
催
に

 

　
　
よ
る
意
見
を
聞
く
会
で
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
関
係
者
、
学
校
関
係
者
が

出
席
い
た
し
、
子
供
た
ち
や
保
護 

者
、
地
域
の
実

情
な
ど
を
深
く

議
論
し
て
ほ
し

い
と
い
う
意
見

を
述
べ
て
ま
い

っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

 
 

  

天
野
教
育
委
員
長

 

　
　
の
ま
ま
再
編
整
備
が
進
み
、

 

　
　
遠
距
離
通
学
を
想
定
し
た

場
合
、
通
学
手
段
の
確
保
に
は
不

安
が
残
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
小
規
模
な
ら
で
は
の
特
色
や
良

さ
を
希
望
す
る
親
御
さ
ん
も
い
る

と
思
い
ま
す
し
、
教
育
委
員
会
と

し
て
も
、
保
護
者
の
皆
さ
ん
や
関

係
機
関
と
連
携
の
も
と
、
今
後
も

道
教
委
に
拙
速
を
避
け
、
慎
重
な

 

戸
川
助
役

 

　
　
海
道
に
お
け
る
経
営
規
模

 

　
　
要
件
は
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
と

な
っ
て
い
る
が
、
本
町
に
お
い
て

は
物
理
的
及
び
所
得
に
応
じ
た
特

例
を
最
大
限
活
用
し
、
現
在
の
と

こ
ろ
、
全
申
請
件
数
四
百
五
十
一

件
中
百
件
が
特
例
措
置
の
対
象
者

と
し
て
申
請
し
て
い
る
。

議
論
を
求
め
て
ま
い
り
た
い
。

板
谷
町
長

 

　
　
間
口
を
持
つ
長
沼
高
校
と

 

　
　
し
て
は
説
得
力
が
弱
い
わ

け
で
あ
り
、
前
回
以
上
の
要
請
活

動
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

  

板
谷
町
長

 

　
　
去
に
実
績
を
持
た
な
い
農

 

　
　
地
に
つ
い
て
は
、
非
常
に

懸
念
さ
れ
る
案
件
が
多
く
あ
り
、

こ
れ
ら
の
対
策
に
つ
い
て
も
、
ぜ

ひ
新
制
度
の
創
設
が
い
た
だ
け
る

よ
う
に
、
農
業
団
体
等
と
連
携
を

密
に
し
な
が
ら
強
く
国
等
に
要
請

を
続
け
て
ま
い
り
た
い
。

再
質
問

 

長
沼
町
の
現
状
を
踏
ま
え
、
ど

う
い
う
問
題
が
あ
る
か
、
ど
う
改

善
、
改
正
し
て
ほ
し
い
か
と
い
う

考
え
を
集
約
し
て
い
る
か
。

戸
川
助
役

 

　
　
だ
は
っ
き
り
し
た
こ
と
で

 

　
　
は
な
い
が
、
現
在
国
に
お

い
て
、
担
い
手
の
新
た
な
支
援
策

を
検
討
中
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、

担
い
手
が
農
地
の
集
積
を
図
る
場

合
の
支
援
や
生
産
調
整
の
強
化
へ

の
対
応
を
行
う
者
に
対
す
る
支
援

も
検
討
中
と
聞
い
て
お
り
ま
す
の

で
、
内
容
が
定
か
に
な
れ
ば
、
そ

の
内
容
を
十
分
検
討
い
た
し
、
積

極
的
に
対
応
し
て
ま
い
り
た
い
。
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Q
　
道
立
長
沼
高
校
の
存
続
に
つ
い
て

A
　
二
間
口
で
は
厳
し
い
環
境
に
あ
る

質　問

北
海
道
教
育
委
員
会
は
、
財
政
難
を
大
き
な
理
由
と
し
て
、

一
学
年
三
学
級
数
ま
で
の
高
校
に
つ
い
て
は
、
将
来
に
向
か
っ

て
統
廃
合
す
る
と
い
う
方
針
を
説
明
会
を
通
し
て
行
っ
て
い
る

が
、
二
学
級
の
長
沼
高
校
に
つ
い
て
は
も
っ
と
力
を
入
れ
て
取

り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
が
、
町
長
の
考
え
を
伺
い

た
い
。

Q
　
品
目
横
断
政
策
の
抜
本
的
な
見
直
し
を

A
　
各
種
支
援
策
に
つ
い
て
検
討

質　問

平
成
十
九
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
ま
す
経
営
安
定
対
策
の
、
長
沼

町
に
お
け
る
麦
・
大
豆
・
ビ
ー
ト
な
ど
の
品
目
横
断
作
物
に
対

す
る
ま
ち
の
農
家
の
苦
悩
・
矛
盾
・
問
題
点
な
ど
を
受
け
止
め
、

ま
だ
不
明
と
し
て
い
る
国
の
具
体
的
な
政
策
を
、
本
町
の
実
態

に
合
う
よ
う
に
見
直
し
を
図
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
町
長
の
考

え
を
伺
い
た
い
。

教北

こ

北

過 二

ま

安心して経営できるように支援を安心して経営できるように支援を
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山
下
総
務
政
策
課
理
事

　
　
　
阪
高
等
裁
判
所
で
は
、

　
　
　
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護

を
保
障
し
た
憲
法
十
三
条
に

違
反
す
る
と
の
判
断
が
示
さ

れ
ま
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
に

十
の
地
方
裁
判
所
で
、
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
の
侵
害
の
み
を
理

由
と
し
た
住
基
ネ
ッ
ト
の
差

止
め
の
請
求
は
認
め
ら
れ
な

い
と
い
う
判
断
を
示
し
て
い
ま
す
。

　
い
ず
れ
に
い
た
し
ま
し
て
も
、
住
民
基
本
台
帳
法
に
お
い

て
、
住
民
に
よ
る
選
択
制
が
想
定
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ

と
か
ら
、
法
の
趣
旨
に
基
づ
き
、
今
後
も
引
き
続
き
適
切
な

運
営
管
理
に
あ
た
っ
て
ま
い
り
た
い
。

板
谷
町
長

　
　
　
度
の
趣
旨
の
と
お
り
、
住
民
の
理
解
が
得
ら
れ
る
よ

　
　
　
う
に
努
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
個
人
情

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
廣
岡
総
務
政
策
課
長

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
二
十
九
日
、
町
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
及
び
議
会
議
長
の
連

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
名
に
よ
る
『
南
長
沼
郵
便
局

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
機
能
堅
持
に
関
す
る
要
望

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
書
』
を
、
地
域
住
民
・
団
体

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
代
表
者
の
方
々
と
と
も
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
本
郵
政
公
社
北
海
道
支
社

長
に
対
し
て
提
出
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

板
谷
町
長

　
　
　
係
者
説
明
会
で
の
計
画
を
お
伺
い
し
ま
す
と
、
以
前

　
　
　
と
何
も
変
わ
っ
て
い
な
い
わ
け
で
あ
り
、
こ
れ
に
つ

い
て
は
承
服
し
が
た
い
事
柄

で
あ
り
ま
す
の
で
、
引
き
続

い
て
こ
の
再
編
計
画
の
見
直

し
を
求
め
て
ま
い
り
た
い
。

報
保
護
に
留
意
し
、
仮
に
不
正
利
用
等
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
と
な
る
の
で
、
こ
れ
ら
の
防
御
策
に
引

き
続
い
て
万
全
を
期
す
よ
う
に
留
意
を
続
け
て
ま
い
り
た
い
。

関

五

大制 Q
　
住
基
ネ
ッ
ト
の
離
脱
に
つ
い
て

A
　
不
正
防
護
策
に
万
全
を
期
す

質　問

住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
つ
い
て
、
大
阪

高
等
裁
判
所
の
判
例
を
考
え
る
と
、
町
民
か
ら
離

脱
を
求
め
ら
れ
た
と
き
に
は
適
切
に
認
め
る
こ
と

が
当
然
だ
と
考
え
る
が
、
町
長
の
考
え
は
い
か
が

か
。

!
議会を傍聴
  しましょう

　次回の定例会は３月に開催されます。

　詳細はホームページ又は議会事務局ま

でお気軽にどうぞ。

　（広報無線でもお知らせします。）

　　　（88－2111　内410）
　URL～http://www.maoi-net.jp/

Q
　
南
長
沼
郵
便
局
の
集
配
業
務

　
　
　
　
　
　
　 

廃
止
の
阻
止
を

質　問

先
般
開
催
さ
れ
ま
し
た
現
地
説
明
会
で
も
、
こ
の

集
配
業
務
が
廃
止
さ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
誰
一

人
同
意
は
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

本
町
の
南
長
沼
郵
便
局
に
つ
い
て
も
、
廃
止
を
阻

止
す
る
よ
う
に
働
き
か
け
て
は
い
か
が
か
。

A
　
再
編
の
見
直
し
を
求
め
た
い

3月定例会は、施政方針・教育行政執行方針があります!
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議 

会 

日 

誌

　
総
務
常
任
委
員
会
は
、
十
一
月

十
七
日
に
開
か
れ
ま
し
た
。

 

主
な
調
査
内
容
は
次
の
と
お
り

で
す
。

調
査
し
た
事
項

・
　
町
税
の
賦
課
及
び
徴
収
に
つ

　
　
い
て

・
　
交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て

・
　
墓
地
の
管
理
運
営
に
つ
い
て

・
　
そ
の
他
に
つ
い
て

出
席
し
た
委
員

　
野
原
委
員
長
、
薮
田
副
委
員
長
、

駒
谷
委
員
、
佐
々
木
委
員
、
久
保

委
員
、
粟
木
委
員
、
池
田
委
員

調
査
の
概
要

    

谷
口
総
務
政
策
課
理
事
よ
り
、

町
税
の
賦
課
・
収
納
状
況
に
つ
い

て
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

薮
田
副
委
員
長
　
農
業
施
設
に
対

す
る
固
定
資
産
税
の
宅
地
評
価
で

す
が
、
農
家
経
済
を
考
え
れ
ば
見

直
し
が
必
要
だ
と
思
う
が
ど
う
か
。

谷
口
理
事
　
土
地
に
建
っ
て
い
る

建
物
が
、
い
わ
ゆ
る
家
屋
で
あ
る

場
合
は
宅
地
と
し
て
評
価
す
る
。
　

 
農
業
施
設
に
つ
い
て
は
近
傍
の

農
地
プ
ラ
ス
造
成
費
。
特
例
で
、

造
成
費
を
使
っ
て
評
価
し
た
場
合
、

高
く
な
る
も
の
で
す
か
ら
農
家
宅

地
で
評
価
し
て
い
る
の
が
実
態
で

す
。

野
原
委
員
長
　
固
定
資
産
評
価
委

員
会
等
の
中
で
も
協
議
し
て
い
る

こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら

も
勉
強
し
て
い
き
た
い
の
で
更
に

検
討
を
お
願
い
し
た
い
。

  
 　　

山
下
総
務
政
策
課
理
事
よ
り
、

交
通
事
故
の
現
状
、
冬
の
交
通
安

全
運
動
及
び
歳
末
警
戒
に
つ
い
て

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

池
田
委
員
　
中
森
商
店
の
横
の
道

路
に
両
側
駐
車
が
続
い
て
い
る
が
、

国
道
か
ら
車
の
進
入
が
困
難
で
あ

り
、
通
学
路
に
も
な
っ
て
い
る
。

有
事
の
際
の
緊
急
車
両
の
通
行
が

不
可
能
に
な
る
前
に
対
応
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。

        
山
下
理
事
　
兼
ね
て
か
ら
要
請
が

あ
り
、
栗
山
署
に
は
話
し
は
し
て

い
る
。
地
域
的
な
要
素
も
あ
り
、

十
分
踏
ま
え
て
検
討
し
て
ま
い
り

た
い
。

薮
田
副
委
員
長
　
公
務
員
の
飲
酒

運
転
に
対
す
る
厳
し
い
世
論
に
つ

い
て
、
我
々
議
員
も
含
め
て
事
故

を
起
こ
す
起
こ
さ
な
い
に
関
わ
ら

ず
、
厳
重
に
処
分
す
る
内
規
を
整

備
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

廣
岡
総
務
政
策
課
長
　
内
規
自
体

は
あ
る
が
、
同
乗
者
や
飲
酒
を
勧

め
た
者
に
対
す
る
処
分
は
無
い
。

町
長
も
厳
し
い
姿
勢
で
臨
む
と
言

っ
て
お
り
ま
す
し
、
先
進
事
例
も

取
り
寄
せ
、
内
規
の
見
直
し
を
進

め
た
い
。

     

山
下
総
務
政
策
課
理
事
よ
り
、

今
年
造
成
し
た
新
し
い
伏
古
墓
地

の
貸
付
状
況
に
つ
い
て
の
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

　
合
葬
墓
に
つ
い
て
は
、
一
体
埋

葬
し
て
い
る
。

　
そ
の
他
、
住
民
基
本
台
帳
法
等

の
改
正
に
よ
り
、
町
民
の
住
所
等

の
悪
用
や
他
に
流
れ
る
こ
と
の
無

い
よ
う
に
、
閲
覧
制
度
の
見
直
し

が
な
さ
れ
た
こ
と
の
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。

町
　
　
　
　
　
税

交
　
通
　
安
　
全

伏
　
古
　
墓
　
地

常
　
任

委
員
会

総
　
務

委

会

動

員

活

　
十 

一 

月

16
　
　
川
上
郡
標
茶
町
議
会
議
員

 

　
　
一
行
来
町
（
議
長
対
応
）

17
　
　
総
務
常
任
委
員
会

18
　
　
東
京
ふ
る
さ
と
長
沼
会

 

　
　
（
議
長
出
席
＝
東
京
都
）

20
　
　
病
院
決
算
特
別
委
員
会

〃
　
　
農
業
委
員
会
委
員
と
の
合

　
　
　
同
研
修
会

21
　
　
文
教
厚
生
常
任
委
員
会

21
〜
23
　
　
町
村
議
会
議
長
全
国

　
　
　
大
会

 

　
　
（
議
長
出
席
＝
東
京
都
）

22
　
　
道
央
地
区
環
境
衛
生
組
合

　
　
　
議
会
（
関
係
議
員
出
席
＝

　
　
　
北
広
島
市
）

24
　
　
南
空
知
葬
斎
組
合
議
会

　
　 

(

関
係
議
員
出
席=

由
仁
町)

〃
　
　
南
空
知
公
衆
衛
生
組
合
議

　
　
　
会
（
関
係
議
員
出
席
）

26
　
　
人
・
ま
ち
・
食
・
健
康
フ

　
　
　
ェ
ス
タ
（
議
長
他
各
議

　
　
　
員
出
席
）

28
　
　
治
水
対
策
特
別
委
員
会
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高
木
総
務
政
策
課
長
補
佐
よ
り
、

長
沼
町
地
域
防
災
計
画
・
水
防
計

画
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。

目
的
〜
災
害
対
策
基
本
法
に
基
づ

き
、
長
沼
町
の
地
域
に
係
る
防
災

に
関
し
、
予
防
、
応
急
及
び
復
旧

対
策
等
の
災
害
対
策
を
実
施
す
る

に
あ
た
り
、
町
及
び
防
災
関
係
機

関
が
そ
の
機
能
全
て
を
あ
げ
て
、

町
民
の
生
命
、
身
体
及
び
財
産
を

自
然
災
害
や
事
故
災
害
か
ら
保
護

す
る
た
め
、
そ
の
対
策
に
つ
い
て

定
め
る
。

   

　
産
業
建
設
常
任
委
員
会
は
、
十

二
月
十
四
日
に
開
か
れ
ま
し
た
。

　
主
な
調
査
内
容
は
次
の
と
お
り

で
す
。

調
査
し
た
事
項

・
　
建
設
事
業
に
つ
い
て

・
　
除
雪
対
策
に
つ
い
て

・
　
農
業
振
興
対
策
に
つ
い
て

・
　
観
光
振
興
対
策
に
つ
い
て

出
席
し
た
委
員

 

土
田
副
委
員
長
、
青
野
委
員
、

望
月
委
員
、
宮
井
委
員
、
山
田
委

員
及
び
駒
谷
議
長

調
査
の
概
要

　
中
原
都
市
整
備
課
長
よ
り
工
事

進
捗
状
況
等
に
つ
い
て
説
明
を
受

け
ま
し
た
。

青
野
委
員
　
馬
追
林
道
線
だ
が
、

ス
キ
ー
場
か
ら
北
十
号
に
は
将
来

的
に
全
線
が
繋
が
る
の
か
。

中
原
課
長
　
今
回
の
請
負
に
よ
り
、

接
続
が
完
了
し
ま
す
。
来
年
九
月

二
十
日
で
舗
装
も
完
了
し
ま
す
。

 

そ
の
他
、
除
雪
実
施
計
画
に
つ

い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
笠
山
産
業
振
興
課
長
よ
り
、
平

成
十
八
年
度
の
米
の
出
荷
状
況
、

品
目
横
断
的
経
営
安
定
対
策
説
明

会
及
び
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
事

業
受
入
れ
実
績
に
つ
い
て
の
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

 

　
笠
山
産
業
振
興
課
長
よ
り
、「
水

沢
火
防
祭
ｉ
ｎ
な
が
ぬ
ま
」
の
決

算
、
中
央
長
沼
工
業
団
地
内
企
業

の
撤
退
及
び
雇
用
対
策
の
地
域
指

定
の
要
望
書
提
出
に
つ
い
て
の
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

　
文
教
厚
生
常
任
委
員
会
は
、
十

一
月
二
十
一
日
に
開
か
れ
ま
し
た
。

 

主
な
調
査
内
容
は
次
の
と
お
り

で
す
。

調
査
し
た
事
項

・
　
文
教
施
設
の
整
備
に
つ
い
て

・
　
学
校
教
育
対
策
に
つ
い
て

・
　
社
会
教
育
対
策
及
び
施
設
の

　
　
整
備
運
営
に
つ
い
て

・
　
そ
の
他
に
つ
い
て

出
席
し
た
委
員

 

松
本
委
員
長
、
高
瀬
副
委
員
長
、

平
井
委
員
、
中
崎
委
員
、
吉
本
委

員
、
藤
田
委
員
及
び
駒
谷
議
長

調
査
の
概
要

    

　
山
崎
保
健
福
祉
課
理
事
よ
り
、

町
内
四
保
育
園
の
園
児
の
状
況
及

び
平
成
十
八
年
度
運
営
費
等
に
つ

い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

山
崎
理
事
　
行
政
改
革
審
議
会
の

答
申
に
、
保
育
園
の
運
営
に
つ
い

て
も
「
地
域
と
協
議
し
、
統
合
等

を
視
野
に
入
れ
た
中
で
検
討
が
必

要
と
考
え
る
」
と
答
申
を
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
の
で
、
北
長
沼
・

西
長
沼
の
保
育
園
で
、
保
護
者
並

び
に
区
長
さ
ん
と
懇
談
会
を
開
催

い
た
し
ま
し
た
。

中
崎
委
員
　
北
・
西
で
の
懇
談
会

は
、
中
央
に
園
児
を
集
め
、
北
も

西
も
廃
園
と
い
う
話
な
の
か
。

加
藤
課
長
　
そ
う
い
う
こ
と
で
は

な
く
、
新
し
い
保
育
園
も
区
域
の

　　
十 

二 

月

1
　
　
南
空
知
ふ
る
さ
と
市
町
村

　
　
　
圏
組
合
議
会
（
議
長
出
席

　
　
　
＝
岩
見
沢
市
）

3
　
　
全
町
区
対
抗
パ
パ
・
マ
マ

　
　
　
さ
ん
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　
　
　
（
議
長
出
席
）

4
　
　
議
会
運
営
委
員
会

6
〜
18
　
　
第
四
回
町
議
会
定
例
会

8
〜
13
　
　
決
算
特
別
委
員
会

9
　
　
長
沼
分
屯
基
地
交
流
会

 

　
　
（
正
副
議
長
出
席
）

10
　
　
長
沼
ス
キ
ー
場
開
き
安
全

　
　
　
祈
願
祭
（
議
長
出
席
）

11
　
　
長
沼
町
常
勤
者
会
議

 

　
　
（
議
長
出
席
）

14
　
　
産
業
建
設
常
任
委
員
会

19
　
　
長
幌
上
水
道
企
業
団
議
会

　
　
　
（
関
係
議
員
出
席
）

  

一
　  

月

 

1
　
　
新
年
交
礼
会

 

　
　
（
議
長
他
各
議
員
出
席
）

6
　
　
消
防
出
初
式

　
　
　
（
議
長
他
各
議
員
出
席
）

7
　
　
成
人
式

 

　
　
（
副
議
長
他
各
議
員
出
席
）

農
業
振
興
対
策

観
光
振
興
対
策

地
域
防
災
計
画

町
内
保
育
園
の
現
状

建
　
設
　
事
　
業

常
　
任

委
員
会

産
業
建
設

常
　
任

委
員
会

文
教
厚
生



設
定
を
し
て
お
ら
ず
、
北
長
沼
や

西
長
沼
の
園
児
も
通
え
る
と
い
う

こ
と
で
す
。

吉
本
委
員
　
北
・
西
あ
る
い
は
南

の
保
育
園
の
園
児
が
中
央
に
通
っ

た
場
合
、
保
護
者
の
考
え
も
あ
る

だ
ろ
う
が
、
そ
の
辺
は
ど
の
よ
う

な
話
で
進
ん
だ
の
か
。

加
藤
課
長
　
現
在
の
良
い
と
こ
ろ

を
指
摘
さ
れ
る
方
が
多
か
っ
た
。

 

良
い
施
設
が
出
来
ま
し
た
ら
、

皆
さ
ん
が
同
じ
条
件
で
使
え
る
と

い
う
選
択
肢
も
あ
り
、
来
年
一
年
、

新
し
い
保
育
園
を
使
っ
て
欲
し
い

と
い
う
こ
と
で
、
交
流
会
を
考
え

て
お
り
ま
す
。

中
崎
委
員
　
来
年
卒
園
の
園
児
の

卒
園
式
を
新
し
い
保
育
園
で
し
た

い
と
い
う
希
望
が
あ
る
が
、
考
え

は
あ
る
か
。

加
藤
課
長
　
当
初
予
定
よ
り
一
ヵ

月
ほ
ど
早
く
進
ん
で
い
る
の
で
、

卒
園
式
は
新
し
い
と
こ
ろ
で
行
え

る
よ
う
努
力
さ
せ
て
い
た
だ
き
た

い
。

高
瀬
副
委
員
長
　
何
名
ま
で
減
っ

た
ら
閉
園
と
な
る
の
か
。
行
財
政

改
革
で
進
め
て
い
く
と
し
た
ら
、

や
は
り
思
い
切
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
る
が
、
積
極
的
に
新

し
い
施
設
に
移
っ
て
も
ら
う
の
が

ベ
タ
ー
で
は
な
い
か
。

加
藤
課
長
　
地
元
に
な
く
て
は
な

ら
な
い
施
設
と
い
う
考
え
も
あ
り
、

行
政
の
効
率
化
だ
け
で
は
決
め
ら

れ
な
い
。

 

定
員
に
つ
い
て
も
、
何
名
と
い

う
の
は
難
し
く
、
委
員
会
的
な
も

の
を
設
置
し
、
ル
ー
ル
を
示
し
た

上
で
準
備
し
て
い
く
の
が
ベ
タ
ー

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

小
西
教
育
課
長
　
朝
食
を
と
ら
な

い
な
ど
、
子
供
た
ち
の
食
生
活
の

乱
れ
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

 

食
に
関
す
る
指
導
（
肥
満
・
偏

食
・
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
な
ど
の
児

童
生
徒
に
対
す
る
個
別
指
導
等
。）

の
推
進
に
中
核
的
な
役
割
と
し
て
、

栄
養
教
諭
制
度
が
創
設
さ
れ
た
。

  

そ
の
他
、
栄
養
教
諭
の
資
格
や

身
分
な
ど
の
説
明
を
受
け
、
質
疑

等
行
い
ま
し
た
。

     

東
田
教
育
課
理
事
よ
り
、
プ
ー

ル
安
全
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
つ
い

て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

 

　
そ
の
他
、
文
教
厚
生
常
任
委
員

会
で
は
、
長
沼
町
こ
と
ば
を
育
て

る
親
の
会
か
ら
、
福
祉
・
教
育
に

関
す
る
要
望
書
に
つ
い
て
、
担
当

課
長
よ
り
説
明
を
受
け
、
現
在
の

体
制
や
今
後
の
検
討
事
項
な
ど
を

協
議
い
た
し
ま
し
た
。

11
　
　
長
沼
町
老
人
ク
ラ
ブ
交
楽

　
　
　
会
新
年
会
（
議
長
出
席
）

〃
　
　
長
沼
町
交
通
安
全
祈
願
祭

　
　
　
（
副
議
長
出
席
）

16
　
　
第
一
回
町
議
会
臨
時
会

20
　
　
厄
祓
年
祝
祭

 

　
　
（
議
長
出
席
）

21
　
　
全
町
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

　
　
　
大
会
（
議
長
出
席
）

〃
　
　
昭
和
二
十
二
年
亥
年
生
ま

　
　
　
れ
還
暦
を
祝
う
会

 

　
　
（
議
長
出
席
）

22
　
　
長
沼
町
議
会
元
議
員
親
交

　
　
　
会
新
年
総
会
（
議
長
出
席
）

24
　
　
島
田
・
吉
井
杯
争
奪
ゲ
ー

　
　
　
ト
ボ
ー
ル
大
会

 

　
　
（
議
長
出
席
）

27
〜
28
　
　
長
沼
町
商
工
会
役
員

　
　
　
懇
談
会

 

　
　
（
議
長
出
席
＝
登
別
市
）

31
　
　
長
沼
町
身
障
福
祉
協
会
新

　
　
　
年
恒
例
会
（
議
長
出
席
）

  

二
　
　
月

 

1
　
　
文
教
厚
生
常
任
委
員
会

2
　
　
総
務
常
任
委
員
会

〃
　
　
産
業
建
設
常
任
委
員
会

6
　
　
南
空
知
公
衆
衛
生
組
合
議

　
　
　
会
（
関
係
議
員
出
席
）
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プ
ー
ル
の
マ
ニ
ュ
ア
ル

学
校
教
育
対
策

はだしでもあったかいよ♪
外装も近代的♪



　
治
水
対
策
特
別
委
員
会
は
、
十

一
月
二
十
八
日
に
開
か
れ
ま
し
た
。

 

主
な
調
査
内
容
は
次
の
と
お
り

で
す
。

調
査
し
た
事
項

・
　
治
水
対
策
に
つ
い
て

出
席
し
た
委
員

 

池
田
委
員
長
、
宮
井
副
委
員
長
、

佐
々
木
委
員
、
中
崎
委
員
、
久
保

委
員
、
山
田
委
員
及
び
駒
谷
議
長

調
査
の
概
要

     

中
原
都
市
整
備
課
長
よ
り
、
千

歳
川
流
域
治
水
対
策
の
経
過
に
つ

い
て
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

遊
水
地
の
候
補
地

 

ケ
ヌ
フ
チ
川
右
岸
地
区
に
約
二

百
ヘ
ク
タ
ー
ル
。
今
年
一
月
か
ら

国
は
現
地
調
査
に
着
手
し
、
平
成

十
五
年
か
ら
調
整
池
と
し
て
札
幌

土
現
が
現
地
調
査
し
て
い
る
。

整
備
イ
メ
ー
ジ

 

本
川
か
ら
越
流
堤
に
よ
っ
て
こ

ぼ
れ
た
水
を
内
水
調
整
池
に
入
れ
、

本
川
の
水
位
が
下
が
っ
た
と
き
に

水
を
出
す
。
内
水
調
整
機
能
で
地

域
の
安
全
を
図
る
。

    

　
そ
の
他
、
南
九
号
川
、
南
六
号

川
等
の
河
川
整
備
に
つ
い
て
の
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。

駒
谷
議
長
　
遊
水
地
群
六
箇
所
の

越
流
堤
の
高
さ
は
全
部
同
じ
か
。

そ
れ
と
、
南
十
二
号
道
路
は
ど
う

な
る
の
か
。

中
原
課
長
　
土
地
の
高
低
も
あ
る

の
で
、
詳
細
設
計
の
段
階
で
出
て

く
る
話
だ
と
思
う
が
、
心
配
な
の

は
、
極
端
に
一
町
だ
け
が
下
げ
ら

れ
る
と
、
本
川
の
水
を
受
け
入
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
の
で
、

シ
ビ
ア
に
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
う
。

　
南
十
二
号
に
つ
い
て
は
、
周
囲

堤
を
使
う
こ
と
は
認
め
て
も
ら
え

な
い
の
で
、
堤
防
の
脇
を
確
保
し

な
が
ら
の
道
路
を
考
え
て
い
る
。

宮
井
副
委
員
長
　
用
地
買
収
で
す

が
、
平
成
十
九
年
十
月
と
予
定
さ

れ
て
い
る
が
、
十
九
年
度
は
作
物

は
作
れ
る
の
か
。

中
原
課
長
　
今
後
の
打
ち
合
わ
せ

の
状
況
に
も
よ
り
ま
す
し
、
一
度

に
二
百
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
買
え
る
の

か
な
ど
、
何
年
か
に
分
け
て
段
階

的
に
な
ら
な
い
と
も
限
ら
な
い
。

 

現
段
階
で
は
話
は
無
い
わ
け
で

す
か
ら
、
今
か
ら
作
ら
な
い
で
く

だ
さ
い
と
い
う
の
は
な
い
と
思
い

ま
す
。

山
田
委
員
　
東
一
線
放
水
路
に
つ

い
て
、
国
か
ら
移
管
さ
れ
た
の
は

い
つ
か
。

中
原
課
長
　
平
成
十
七
年
度
に
管

理
委
託
協
定
、
十
八
年
四
月
以
降

は
か
ん
が
い
用
水
で
動
い
て
い
る
。

山
田
委
員
　
東
一
線
放
水
路
は
洪

水
対
策
の
た
め
の
目
的
で
も
あ
る

の
で
、
関
係
機
関
と
十
分
協
議
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

〃
　
　
長
沼
高
校
存
続
要
請

 

　  

（
議
長
出
席
＝
岩
見
沢
市
）

7
〜
8
　
　
全
国
市
議
会
議
長
会

　
　
　
基
地
協
議
会
総
会

 

　  

（
議
長
出
席
＝
東
京
都
）

8
　
　
南
空
知
葬
斎
組
合
議
会

　
　
　  (

関
係
議
員
出
席
＝
由
仁

　
　
　
町)

9
　
　
議
会
広
報
特
別
委
員
会

(11) 19. 3. 1　第  141  号

意見書
第４回定例会では次の意見書を可決し、内閣総理大臣はじめ、関係行政庁に送付しました。
・米国産牛肉の輸入再開に反対し、BSEの万全な対策を求める意見書
・季節労働者の「特例一時金」現行維持に関する意見書
・リハビリテーションの改善を求める意見書
・森林・林業政策の充実と新たな財源措置を求める意見書
・日本・豪州FTA等に関する意見書

第４回定例会では次の請願書等について、関係委員会に
付託し、継続審査とすることにしました。

請願・陳情

・サラリーマン増税・消費税率引き上げなどくらし直撃の庶
　民大増税に反対を求める「意見書」採択の陳情
・最低保障年金制度の創設を求める「意見書」採択
　の陳情

治
　
水
　
対
　
策

特
　
別

委
員
会

治
水
対
策

ケヌフチ川へのポンプアップケヌフチ川へのポンプアップ
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村にはあまり例のない事ではないか
と思います。
 長沼町の女性の行動力、責任感は
本当にすばらしいものです。今後も若い人たちに引き
継がれていければと思います。
 これからの私の想いは、今の子供たちが大人になっ
て、本当に生活ができやすい長沼町になって欲しいで
す。
 我が家の子供たちも夢を叶え巣立っていきます。こ
れからは、夫と二人で夏に庭中花だらけにすることが
楽しみです。

長沼町に住んで 宮　下　明　美
(旭町区)

みや した あけ み

　いじめを受けて自殺する子供が増えています。大変
残念です。
 人間には、いじめをするという悪い癖があると言わ
れています。子供の時だけでなく、大人の世界にもあ
るのが現実です。
 いじめ・暴力は、人間として許し難い行為であり、
人権侵害の問題であるから絶対に許してはならないと
思います。しかし、いじめはあるという前提で、いじ
められている子供に対して策を講じるなら
１．自信を持たせて弱い心を直す方法を教える。
２．スポーツ、例えば剣道等をさせる。（簡単なチャン
　　バラくらいで十分）
３．いじめを試練と受け止めさせ、いつも苦しい事ば
　　かりでない、必ず楽しい事もあることを教える。
４．自殺した後のことを教える。

５．学校へ無理に行かせない。（人生
　　は学校だけではない）
６．相談先は地域の人格者。（じいち
　　ゃん、ばあちゃん＝町内小学生に聞いた意見）
７．投書箱を置く。（町内の商店、学校では保健室や
　　用務員室にも）
８．「君を守り隊」を作る。（生徒会が有志を募り、校内
　　パトロールをする等、茨城県の中学校で実施され
　　ている）
 もし私が教育委員を担当したら、知恵を出して学校
はもちろん、町内全域にいじめ対応策を図るでしょう。
「いじめは犯罪です」

「いじめ」について 太　田　　　寛
(あかね町区)

おお た ひろし

 

「
す
ぐ
れ
る
」
と
い
う
言
葉
の
イ

メ
ー
ジ
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
し
ょ

う
か
。

 

辞
書
で
は
、「
勝
れ
る
」「
優
れ
る
」

の
字
が
あ
て
ら
れ
、「
他
よ
り
勝
る
。

抜
き
ん
で
る
。」
と
の
意
味
が
表
記
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
立
正
大
学
の
境
正
一
教
授
は
、「
優

れ
る
」
の
「
優
」
の
字
は
、「
優
し
い
」 

と
読
む
こ
と
を
通
じ
、
も
と
も
と
は

「
優
し
い
人
＝
優
れ
て
い
る
人
」
だ

っ
た
と
述
べ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

や
が
て
優
し
い
だ
け
で
は
優
れ
て
い

る
と
は
呼
ば
れ
な
く
な
り
、「
強
い
」

も
の
の
方
が
優
れ
て
い
る
と
の
印
象

が
濃
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
本
来
、
人
間
と
し
て
優
れ
て
い
る

か
ど
う
か
は
、
弱
肉
強
食
の
よ
う
な

強
さ
よ
り
も
、
他
者
を
包
み
込
む
優

し
さ
の
大
き
さ
に
よ
っ
て
評
価
さ
れ

る
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
私
た
ち
は
、
三
月
三
十
日
で
任
期

満
了
と
な
り
ま
す
が
、
四
年
間
大
変

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

 

最
後
の
最
後
ま
で
精
一
杯
議
員
活

動
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
二
月
九
日

　
　
　
　
　
　
平
　
井
　
儀
　
一

あ
と
が
き

わたしのメッセージ

　札幌から長沼に嫁いでちょうど２５年になりました。
銀婚式を迎えます。本当にあっという間だった気がし
ます。
 誰も知らない人ばかりで鬱状態で過ごした新婚時代。
子供が生まれ、子供を通して知り合えた友人たちで、
「ラッコの会」を作り、町にお願いして週に１度西部
福祉センターを借用し、自転車に乗って通い、皆で遊
ぶのが本当に楽しみでした。また、中学、高校、社会
人と続けていたバレーボールを始め、友人の輪が広が
りました。
 あるきっかけで大会の運営に携わり、長沼町の女性
のすばらしさを実感している今日この頃です。全町の
女性が３００人近く参加して、運営から審判等すべて
女性だけで行っているバレーボールの大会は、他市町

うつ


